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内部環境・外部環境の変化

第１回 白馬村観光地経営ビジョン前期アクションプラン策定会議 2026年6月9日(火)
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今後４年間における内部環境・外部環境の変化

2026年度 2027年度 2028年度 2029年度

【内部環
境】

白馬村・
周辺エリ

ア

⚫ 宿泊税導入（6月～）
⚫ 「白馬村観光地経営ビ

ジョン」スタート
⚫ 白馬駅前再開発

⚫ 「信州やまなみ国スポ・全
障スポ」リハーサル大会

⚫ 八方尾根スキー場 名木
山エリア大規模リニュー
アル（12月）（新ゴンド
ラ・センターハウス開業）

⚫ 八方バスターミナルと複
合施設整備（2028年度
から順次開業）

⚫ 長野オリンピック開催
30周年

⚫ 「信州やまなみ国スポ・全
障スポ」本大会開催

⚫ カッシーア・白馬 開業
（バンヤン・グループ）

⚫ バンヤンツリー白馬開業

【外部環
境】

長野県・
中信・

北信周辺

⚫ 長野県150周年
⚫ 長野県宿泊税導入

⚫ 「信州やまなみ国スポ・全
障スポ」リハーサル大会

⚫ 信州デスティネーション
キャンペーン開催（7-9
月）

⚫ 善光寺御開帳（4月～6
月、77日間、7年に1度）

⚫ 北陸新幹線長野開業30
周年

⚫ 諏訪大社御柱祭（7年に
1度）

⚫ 第82回国民スポーツ大
会・第27回全国障害者
スポーツ大会「信州やま
なみ国スポ・全障スポ」
本大会

⚫ 長野オリンピック・パラリ
ンピック開催30周年節
目

⚫ 宿泊税第2期税率へ移行
（6月～）

外部環境

⚫ 「第５次観光立国推進基
本計画」開始

⚫ 免税制度改正
⚫ 出国税引き上げ
⚫ パスポート発給手数料値

下げ

⚫ 「技能実習制度」から「育
成就労制度」への移行

⚫ 「ふるさと住民登録制
度」創設（予定）

⚫ 労基法改正
⚫ 持続可能でレジリエント

（強靭）な観光の国際年

⚫ 化石燃料賦課金（カーボ
ンプライシング）導入

⚫ 日本版ESTA「JESTA」
の導入

⚫ 成田空港年間発着枠拡
大（※延期見通し）



• 白馬村の人口は平成12年をピークに減少を続けている。一方で世帯数は増加傾向にあり、令和2年には過去最高の
世帯数となった。

• 今後4年間も、総人口は減少を続け、高齢化率は上昇する傾向にある。

出典：白馬村第6次総合計画

人口・世帯数の推移
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内部環境の変化

人口・世帯数



✓ 宿泊需要の高まりを受けて旅館業法に基づく許可数は近年大幅に増加しており、近年は小規模施設のみならず高価格
帯ホテルの開業計画も進行している。

✓ 今後数年の間に予定されている宿泊施設開業・開発等の例は以下の通り。
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内部環境の変化

開業時期 施設名称

2028年度 カッシーア・白馬

2029年以降 バンヤンツリー白馬

不明
白馬岩岳マウンテンリゾート 山麓ベースエリア ハイグレー
ドホテル開発（詳細未定）

2027年度 一部開業
2028年度 全面開業

AMBER系列（JADE GROUP・繁星優選）の八方
ヴィラ計画

商業棟：2026年度
ホテル棟：2027年度以降

AQUA RESORTによる白馬駅周辺ホテル4軒計画
出典：
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOCC125VT0S5A111C2000000/
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000086.000068296.html
https://www.vill.hakuba.lg.jp/material/files/group/8/20250901_happovilla.pdf
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOCC216NE0R21C24A1000000/
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000140.000051750.html

リニューアルオープン時期 施設名称

2025年12月※オープン済白馬岩岳マウンテンリゾート ベースセンター改装

2026年度
白馬アルプスホテル ※運営主体が代わり、THE 

ALPS HOTEL HAKUBAとして再オープン予定

宿泊施設の開発・開業

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOCC125VT0S5A111C2000000/
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000086.000068296.html
https://www.vill.hakuba.lg.jp/material/files/group/8/20250901_happovilla.pdf
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOCC216NE0R21C24A1000000/
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000140.000051750.html
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https://www.mlit.go.jp/kankocho/seisaku_seido/kihonkeikaku.html

外部環境の変化
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富裕層人口の増加

「World Ultra Wealth

Report 2025」Altrata

https://info.altrata.com/l/311771/2

025-09-

26/27cmbq/311771/1758909695

6AYjzV5Z/Altrata_World_Ultra_

Wealth_Report_2025_FINAL.pdf

✓ 2030年までに世界の超富裕層（純資産3,000万ドル以上）人口は67万6970人に達し、2025年上半期から31％増
加、16万6160人増加する見込み

✓ アジアは超富裕層の人口において最も高い伸び率を記録する見込み

Note: F stands for forecast. Circles sized by UHNW population in 2030F.

外部環境の変化
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✓ 高付加価値旅行者層は自身の体験の満足度向上と地域への貢献を両立できる有料の選択肢を選好する傾向

訪日旅行経験者
訪日時の総支出が明確な者

海外旅行先で過去に実施した「サステナブルな取組」
（回答は5つまで）

注：指数は「100万円以上の層の選択率÷100万円未満の層の選択率×100」で、100超は「100万円以上」の層が優位と解釈する。

カーボンオフセット商品を利用する 173 ※

その地域で許可・認可されているツアーガイドを選択する 162 ※

資源保護のための協力金等を支払う 153

地域ガイドによる野生動物ウォッチングツアーに参加する 152

古民家をリノベーションした宿泊施設に宿泊する 149

ハラスメント対策を講じている企業を利用する 145

収益の一部を野生動物保護に充てる体験プログラムに参加する 141

環境への影響を考慮し CO2排出量が少ない移動手段を選択する 139 ※

地域の生態系の保全に貢献できる体験アクティビティに参加する 120

地域の伝統工芸を体験する 115

地域食材やオーガニック食材使用の食事を提供する店を利用する 113

環境負荷が少ない自然体験プログラムに参加する 109

混雑を回避するため、観光施設等を事前予約する 108

地域の特産品を購入する 97

観光施設等の混雑時間帯を避けて利用する 89

ゴミを削減する 87

地域の祭りや行事等に参加する 87

地域の事業者が販売する商品、サービスを適正価格で購入する 75

省エネ /再生可能エネルギーを利用促進している観光施設を利用 73

宿泊施設におけるリネン類の交換を辞退する 59

伝統工芸品等の模造品を購入しない 53

宿泊施設におけるアメニティグッズを辞退する 50 ※

混雑を回避するため、比較的空いている時間帯に訪問する 41 ※
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出典：「独自調査から読み解く高付加価値旅行者の実態 － DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査 2025年度版より－」
2025年旅行動向シンポジウム、柿島あかね発表資料

高付加価値旅行者は地域への貢献も配慮

外部環境の変化
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いわゆる「観光客」に入らない来訪者の存在

✓ 「関係人口」とは、日常生活圏、通勤圏、業務上の支社・営業所訪問等以外に定期的・継続的に関わりがある地域があ
り、かつ、訪問している人（単なる帰省などの地縁・血縁的な訪問者を除く）

✓ 2020年9月に実施した）「地域との関わりについてのアンケート」によると、三大都市圏の18歳以上の居住者（約
4,678万人）のうち、約18％（約861万人）が関係人口として、日常生活圏、通勤圏等以外の特定の地域を訪問して
いる。

✓ 観光庁でも、地域との繋がりに着目した新たな旅のスタイルへの可能性を意識した「第２のふるさとづくりプロジェ
クト」を実施

出典：「地域との関わりについてのアンケート」（国土交通省、令和2年9月実施）を元に作成
https://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/content/001391466.pdf
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訪問系の関係人口：18.4%

外部環境の変化



✓ 気候変動とは、地球の大気の組成を変化させる人間活動に直接又は間接に起因する気候の変化であって、比較可能な期
間において観測される気候の自然な変動に対して追加的に生ずるもの（気候変動に関する国際連合枠組条約）

✓ 年間の平均気温は年々上昇。
✓ パリ協定は、世界的な平均気温上昇を産業革命以前に比べて2℃より十分低く保つとともに、1.5℃に抑える努力を追求

することを世界共通の目標としている。
✓ 日本は2035年までに温室効果ガスを60％削減する目標を設定（2013年度比）。

世界の年平均気温偏差の経年変化

引用：気象庁公式webサイト「世界の年平均気温」
https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/temp/an_wld.html

引用：「地球温暖化対策計画の概要」（内閣官房・環境省・経済産業省,令和７年）
https://www.env.go.jp/content/000291668.pdf

日本が掲げるCO2の削減目標
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外部環境の変化

気候変動と気候変動対策



（％）

✓ サステナブル（※）に対する旅行者の意識が年々高まる一方で、日本の旅行者のサステナビリティへの意識は世界と比較すると
全ての項目において低い。
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地元の観光地への観光客の数を制限すれば解決する

自分が住んでいる地域に十分な環境資源がある

地元で目にする観光客はたいてい、または常に地元の慣…

地元のビジネスの支えになっている

宿泊施設にいないときにエアコンやヒーターをオフにする

使ったお金が地域コミュニティに還元されるようにしてほしい

現地の文化を代表する本格的な体験を堪能したい

よりサステナブルに旅行することが重要だ

旅行に関してよりサステナブルな選択をしたい

日本の旅行者 世界の旅行者

出典：ブッキング・ドットコム（2025年5月16日）「2025年版『サステナブル＆トラベル』に関する調査結果
https://news.booking.com/ja/ 9

外部環境の変化

環境意識の高まり



✓ ジェネレーションZやミレニアル世代等のデジタルネイティブ世代（※）が旅行者の中心へ。
✓ 今後の旅行を牽引する若者の旅行スタイルや価値観の変化にデジタルは大きく関わっている。
※以下の図は2019年時点の年齢

https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/mono/creative/downloadfiles/fy31/handbook2.pdf

経済産業省「スマートリゾートハンドブック」2020年3月
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外部環境の変化

旅行者層の変化
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観光産業の人手不足は10年後も継続予想
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2035年の需要水準に対する労働力供給

✓ 今後10年間での新規雇用は9100万人創出され、世界で生まれる新しい仕事の3件に1件を占めると予測
✓ 一方で、2035年には4300万人を超える労働力不足が見込まれており、必要とされる人材の16％が確保できない状況に

陥る可能性
✓ 日本はもっとも深刻で、2035年の需要に対して労働力供給が29％不足すると予測されている。

出典：「観光産業の未来の労働力（Future of the Travel & Tourism Workforce）」世界旅行ツーリズム協議会（WTTC）

外部環境の変化
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世界と比べると遅れている日本のDX

外部環境の変化

✓ 世界デジタル競争力ランキングは、スイスのビジネススクールである国際経営開発研究所（IMD）が毎年発表してい
る、各国のデジタル技術の開発・活用能力を評価し、順位付けしたもの。

✓ 2025年は1位スイス、2位アメリカ、3位シンガポールとなっており、日本は30位。
✓ 日本は人材不足やアナログな文化や価値観の定着などが課題

デジタル化に関して現在認識している、もしくは今後想定される課題や障壁（国別）

（出典）総務省（2024）「国内外における最新の情報通信技術の研究開発及びデジタル活用の動向に関する調査研究」
https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/linkdata/r06_03_houkoku.pdf

世界デジタル競争力ランキングにおける日本の順位

2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

27位 28位 29位 32位 31位 30位



✓ 消費者物価指数は2021年から急激に上がっている。また、2020年以降円安が続いている。

出典：総務省消費者物価指数
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出典：財務省「本邦対外資産負債残高 参考4 為替相場の推移」

消費者物価指数の推移 （2020年を100とした場合の各年の総合指数） 

為替相場の推移（円）
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外部環境の変化

消費者物価指数
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✓ 宿泊税導入地域が急増。観光財源はある前提で、 どういった施策を行うかがポイントに。

外部環境の変化

宿泊税導入地域
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